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個性化を図るとともに、若手研究者の研究活動能力の向上を図ることを目的として平成 19 年 4 月に
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果が期待されている。現在、福岡県内医療施設にて外来受診の 2 型糖尿病患者 30 名を対象とし、ヤーコン茶を 1 ヶ


































大きく（Fukumoto A. Epidemiol, 2013）、季節変動もあ
ると想定されるため、その実態はあまりわかっていない。














我が国の平均出生体重は、1974 年に女児 3160g で
あったが、2014 年には 2960g と減少している（国民
衛生の動向 2016 年）。また、低出生体重児も 1976 年







（Moran, M.R. Public Health, 2002）。低出生体重児では















（3） 女子大学生に対する起床後第 1 尿を用いた尿中食
塩排泄量フィードバックによる減塩教育
20 歳代の健常者を対象に、起床後第 1 尿から複数日



















1.5L の沸騰水にて 3 分煮沸後 15 分放置の後にティー






対象は、健康な年中児（4-5 歳）104 名（男児 53 名
／女児 51 名）である。対象の幼児が起床後に排泄する
最初の尿を連続 3 日間（月・火・水）、年間に計 4 回の
採尿を実施することで、1 人あたり 12 サンプルの尿を
採取した（連続 3 日間× 4 季節）。先行研究より 4-5 歳
児の 1 日尿量を 500mL（芳賀 . 日本栄養食糧学会誌 , 
2007）、クレアチニン排泄量を 300mg/ 日 （Morinaga Y. 
Hypertes Res, 2011）と推定し、クレアチニン 300 mg/
日あたりの食塩排泄量推定値を算出した。
（3） 女子大学生に対する起床後第 1 尿を用いた尿中食
塩排泄量フィードバックによる減塩教育
研究参加に同意を得た女子大学生 111 名に対し、ベー
スライン（B）調査として 4-6 月の都合のよい月 - 日曜
日の 7 日間（非月経時）で起床後第 1 尿の採取、体重
測定、起床時血圧（連続 2 回）、夜間血圧（午前 2・3・
− 2 −
4 時）の測定・記録および食事歴法（BDHQ）による食
事 調 査 を 各 家 庭 で 行 う よ う 依 頼 し た。Tanaka の 式
（Tanaka T. J Hum Hypertens, 2002）を用いて食塩排泄

































対 象 104 名 の 特 性 は、 年 齢 4.5 ± 0.3 歳、 身 長
103.9 ± 4.5 cm、体重 16.5 ± 2.0 kg、カウプ指数の平
均値は 15.5 ± 1.2 g/cm2 であり性差を認めなかった。
対象の食塩排泄量推定値は、3.0 ± 0.9 g/ 日 （1.5-6.7 
g/ 日）と広く分布していた。食塩排泄量推定値の CVw
は 48.5%、CVb は 42.4% と CVw の方が高値であった。
曜日別では月曜の食塩排泄量推定値（幼稚園の休日の食
塩摂取量を反映）は、火曜（平日の食塩摂取量を反映）
に比較して有意に高値であった（p=0.046）[ 月曜 : 3.3
± 1.2 g/ 日 vs. 火曜 : 2.9 ± 0.9 g/ 日 vs. 水曜 : 2.9 ± 1.1 
g/ 日 ]。一方、季節別の尿中食塩排泄量推定値には差を
認めなかった [ 春 : 3.1 ± 1.3 g/ 日 vs. 夏 : 3.1 ± 1.1 g/





（3） 女子大学生に対する起床後第 1 尿を用いた尿中食
塩排泄量フィードバックによる減塩教育
全ての研究スケジュールを完遂した 101 名を最終解
析対象者とした。対象の特性は、年齢 21.1 ± 0.8 歳、
身 長 158.1 ± 5.4 cm、 体 重 50.4 ± 5.5 kg、BMI20.3
± 1.8 kg/ ㎡、 起 床 時 血 圧 100.9 ± 6.5 / 61.6 ± 5.4 
mmHg および夜間血圧 98.1 ± 7.0 / 57.2 ± 5.5 mmHg
であった。女子大学生の B 調査における食塩排泄量は、
7.6 ± 1.0g/ 日（7 g/ 日 未 満 : 25.7 ％）（CVw: 17.5%, 
CVb : 12.7%）である一方、E 調査における食塩排泄量は、
7.6 ± 1.3 g/ 日（7 g/ 日未満 : 32.7％）、と変化を認め
なかった。ただし、食塩排泄量 8.5 g/ 日以上の高食塩
摂取者（n=17）を対象に解析すると、B 調査と比較し
て E 調査では有意な低下を認めた [B 調査 : 9.2 ± 2.2 g/
日 vs. E 調査 : 8.4 ± 1.2g/ 日 , p=0.028]。B-E 調査期間
において BMI、BDHQ によるエネルギーおよび食塩摂
取量は有意に低下したが、食塩摂取量 /1000kcal に補
正すると変化は認められなかった [B 調査 :5.1 ± 1.0 g/
























Yasutake K, Nagafuchi M, Izu R, Kajiyama T, Imai K, 
Murata Y, Ohe K, Enjoji M, Tsuchihashi T: Sodium and 
potassium urinary excretion levels of preschool 
children: individual, daily and seasonal difference. J Clin 








年次学術集会、京都、2018 年 1 月
２） 安武健一郎 : 幼児の尿中ナトリウム排泄量推定値 : 
第 40 回日本高血圧学会総会、若手研究者・減塩委
員会・男女共同参画コラボ企画「こどもの減塩を考












その母親の体重増加量との関係 -、第 20 回日本病
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Metabolism of antioxidative food components: Vegetable food materials and marine 

















黒色豆類中のアントシアニン色素は pelargonidin 系色素以外の cyanidin, delphinidin, peonidin および malvidin 系の
glucoside および galactoside が存在した。
　 海 藻 由 来 の 臭 素 化 合 物（tetrabromoveratrol （TBV）、1,4-dimethoxy （diMeO）- tetrabromobenzene （TDB）、
2,2’-diMeO-3,3’,5,5’-tetrabromobiphenyl （BB80））およびメトキシ基含有成分として黒ショウガ由来のポリメトキシフ
ラボン類（5,7,4’-trimethoxyflavone （triMF）、5,7,3’,4’-tetramethoxyflavone （tetraMF））の代謝について、ラットある
いはヒト肝ミクロゾーム（Ms）を用いて調べた。まず、TBV、TDB および BB80 のヒト肝 Ms による代謝を比較した
ところ、TBV では、一脱メチル化体が主代謝物であり、その生成量は約 130 pmol/min/mg protein であった。TDB の
場合にも、主代謝物は一脱メチル化体であったが、その生成量は TBV の 5 分の 1 と少なかった。diMeO-BB80 の場合
にも、主代謝物は一脱メチル化体であり、その生成量は TBV の約 3 分の 1 であった。また、いずれの化合物の場合にも、
二脱メチル化体が極微量検出された。さらに、ヒトチトクロム P450（CYP）分子種を用いた検討の結果、前述の臭素
化合物 3 種類の代謝において、CYP2B6 が最も強く関与することが明らかとなった。
　次に、黒ショウガ由来の 3,5,7,4’-tetraMF について、ラット肝 Ms による代謝を調べた。LC-MS の結果、一脱メチル
化体が 2 種類、二脱メチル化体が 2 種類、一脱メチル化・一水酸化体が 1 種類、および二脱メチル化・一水酸化体が
1 種類生成されることが明らかになった。さらに、3,5,7,4’-tetraMF 代謝物の抗酸化活性を調べたところ、MC 前処理
Ms で生成された代謝物混合物が、他の Ms（PB および DEX 前処理）の場合より、1.5 〜 2 倍高かった。これらの結
果から、高い生理活性を有する代謝物の存在が明らかとなった。
　もう１つの黒ショウガ由来の 5,7,4’-triMF については、ラットに経口投与し、糞尿代謝物の検索を行った。まず、尿
中では M4 （4’-OH 体）、M8（7,4’-diOH 体）および BM1 （5,4’-diOH 体）が検出され、その量は M4 ＞＞ M8 ＝ BM1
の順であった。糞中では、尿中代謝物 3 種類に加え、BM2 （5-OH 体）が検出されたが、いずれも尿中の約 10 分の 1
















































を用いた。加熱操作は試料 10 g に対し、超純水（Milli 













酸 - メタノール（1 : 36, v/v）を 9 mL（2 回目以
降は 8 mL）添加後、30 分間の超音波処理（超音
波処理を開始して 15 分後に 1 回攪拌）を行い、5℃
で 48 時間抽出した。その後、遠心分離（3500 
rpm, 15 分間）し、上清液を回収する操作を 3 回







AAPH を加え反応を開始させ、2 分間隔で 90 分間、




行った。分光光度計を用いて 520 nm における吸光






















用い、カラムは Cadenza CD-C18 （φ 4.6 × 250 mm, 
3 µm, Imtakt）を使用し、カラム温度 35℃、注入量







（2） 海藻由来メチル基含有臭素化合物のヒト肝 Ms によ
る in vitro 代謝
　①　メトキシ臭素化合物、ヒト肝 Ms およびヒト CYP 分子種
　メトキシ臭素化合物は、TBV、TDB および diMeO-
BB80 を用いた。ヒト肝 Ms（白人男性 150 名分をプー
ルしたもの）および 12 種類のヒト CYP 分子種は BD 
Gentest より購入した。
　②　In vitro 代謝
　各 3 種のメトキシ臭素化合物 （40 μ M）を NADPH
生成系、MgCl2、HEPES 緩衝液（pH 7.4）あるいは
Tris 塩酸緩衝液 （pH 7.4）とともに、ヒト肝 Ms ある
いはヒト CYP 分子種を 37℃で 20 〜 30 分間インキュ
ベートした。その後 chloroform-methanol （2:1, v/v）
および n-hexane で 3 回抽出し、有機層をエバポレー
ターで蒸発乾固後、トリメチルシリル化後、GC-ECD
および GC-MS にて分析した。
（3） 黒ショウガ由来メチル基含有フラボン類の in vitro
代謝および in vivo 代謝
　①　メチル基含有フラボン類および実験動物
　 黒 シ ョ ウ ガ 由 来 成 分、5,7,4’-triMF お よ び
3,5,7,4’-tetraMF を用いた。実験動物は Wistar 系雄性
ラット（体重約 200 g）を用いた。In vitro 代謝では、
ラットを 16 匹用いて、薬物処理なしの未処理群、フェ
ノバルビタール（PB）前処理（80 mg/kg/ 日 x 3 日間 , 
ip）群、3- メチルコラントレン（MC）前処理（20 
mg/kg/ 日 x 3 日間 , ip）群およびデキサメタゾン
（DEX）前処理（100 mg/kg/ 日 x 3 日間 , ip）群の 4
群に分けた。薬物最終投与後の翌日に屠殺し、常法に
より肝 Ms を調製した。In vivo 系では、Wistar 系雄
性ラット（体重約 200 g）を用いた。
　②　5,7,4’-TriMF の in vivo 代謝
　ラットに 5,7,4’-triMF を 5％アラビアゴムに懸濁し、





振盪により 3 回抽出後、遠心分離（3,000rpm、5 分間）
した。得られた上清を濃縮後、HPLC に付した。
b） 尿中代謝物の分析
　酸性にした尿 1.0 ml に酢酸エチルを添加し、振盪
（室温、30 分間）により 3 回抽出した後、遠心分離
（3,000rpm、15 分間）した。得られた上清を濃縮後、
HPLC に付した。






て 精 製 し た。 得 ら れ た 3,5,7,4’-tetraMF に つ い て、 
LC-MS にて分子量を確認するとともに、HPLC で純度
を調べた。その結果、純度は 99.0％であった。
b） In vitro 代謝
　3,5,7,4’-TetraMF （40 µM） を NADPH 生 成 系、
MgCl2、HEPES 緩衝液 （pH 7.4）および各種ラット肝
Ms とともに、37℃で 20 分間インキュベートした。
その後、冷 methanol を添加し反応を停止後、75％






　希釈した各種代謝物溶液を MES 緩衝液（pH 6.0）、
DPPH 溶液を加えて、室温で 20 分間反応後、520 
nm の吸光度を測定した。
d） 抗酸化活性（リノール酸自動酸化阻害活性）
　希釈した各種代謝物溶液を 0.2 M リン酸緩衝液に
リノール酸 - β - カロテンエマルジョンを添加後、










　生豆の ORAC 値は、有色豆類が 11,110 〜 23,587 
µmol-TE/100 g、 白 色 豆 類 が 1,412 〜 1,701 µmol-
TE/100 g であり、有色豆類は白色豆類である大手亡
豆と比較して 7.9 〜 16.7 倍高い値を示した。DPPH
ラジカル消去活性は、有色豆類が 3,103 〜 9,084 
µmol-TE/100 g、 白 色 豆 類 が 107 〜 176 µmol-
TE/100 g であった。
　生豆の総ポリフェノール含量は、有色豆類が 840
〜 1,399 mg-GAE/100 g、白色豆類である大手亡豆、
白花豆はともに 95 mg-GAE/100 g であった。有色豆
類は白色豆類と比較して 8.8 〜 14.7 倍高値を示した。
総プロシアニンジン含量は、有色豆類が 483 〜 734 















　 黒 サ サ ゲ 豆 か ら は pelargonidin 系 色 素 以 外 の
cyanidin、delphinidin、peonidin お よ び malvidin 系
の glucoside および galactoside を同定した。大納言






総アントシアニン含量は、黒ササゲ豆 619.1 mg/100 






















　13 種類のヒト CYP 分子種を用いて TBV、TDB お
よび diMeO-BB80 の代謝を行った。TBV の代謝では、
CYP2B 酵素によって最も触媒されることが明らかと
な っ た。 ま た、 そ の 他 に も CYP2E1、CYP2C19、







　③　黒ショウガ由来成分 5,7,4’-triMF の in vivo 代謝
　ラットに 5,7,4’-triMF を単回経口投与し、糞および
尿中代謝物の検索を行った。まず、尿中では M4 （4’-
OH 体）、M8 （7,4’-diOH 体）および BM1 （5,4’-OH 体）
が検出され、その量は M4 ＞＞ M8 ＝ BM1 の順であっ
た。糞中では、尿中代謝物 3 種類に加え、BM2　（5-OH
体）が検出されたが、いずれも尿中の約 10 分の 1 で
− 8 −
あった。抱合体の検索を行ったところ、4M 塩酸で加
熱処理後、糞尿代謝物の多くが、2 〜 4 倍に増加した。
この結果から、糞尿代謝物の多くは抱合体として排泄
されていることが示唆された。
　④ 　3,5,7,4’-TetraMF の in vitro 代謝および代謝物の
抗酸化活性
　未処理 Ms では、代謝物 M2、M3 が生成された。
PB 前処理により、基質より遅く溶出される BM1 が
新たに生成された。また、MC 前処理により、M1 が
新たに生成され、特に M1、BM1 が顕著に増加した
（3.3、2.0 nmol/min/mg protein）。 一 方、DEX 前 処
理では、M3 が未処理の約 140 倍に増加した。次に、
LC-MS/MS による分析の結果、M1 は分子量 345 で
あり、3’- 水酸化・4’- 脱メチル化体と考えられた。また、
M2 は分子量 329 であったことから一脱メチル化体、




た結果、未処理溶液、PB 前処理溶液および DEX 前処
理溶液では、いずれも抗酸化作用を有するポリフェ
ノールである kaempferol より、8％〜 17％程度弱かっ
たものの、MC 前処理溶液では kaempferol の 1.2 倍
の強い活性を示した。なお、kaempferol （50 nM）を
用いたときの DPPH ラジカル消去活性は、40 µM-TE
であった。一方、リノール酸自動酸化阻害活性を見る
と、 未 処 理 溶 液 お よ び PB 前 処 理 溶 液 で は、
kaempferol の阻害活性に比べ、それぞれ 26％および
20％程度活性が弱かったものの、MC 前処理溶液およ
び DEX 前処理溶液では、kaempferol よりはそれぞれ
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Establishment of comprehensive dietitian education program 





































































































































　ヒト株化肝細胞 HepG2 を用いて、NAD 依存的脱ア
セチル化酵素（SIRT1）活性化剤のレスベラトロール
が血液凝固制御因子プロテイン S の mRNA 発現を有






ろ、 脂 質 代 謝 系 因 子 で あ る fatty acid synthase や





















　・ 女子大学生 143 名を対象に、アジア人特有の静脈
血栓塞栓症の遺伝性素因である血液凝固制御因子の
1 塩 基 遺 伝 子 多 型（SNP）（ プ ロ テ イ ン S p.
Lys196Glu, プ ロ テ イ ン C p.Arg189Trp, p.
Lys193del）、および肥満 / 糖質代謝異常との関連



















　⑤ 　栄養関連学科女性 3 世代研究（全国 85 栄養士養
成校参加共同研究）：








●—: 地域肥満女性、〇 ----: 女子大学生
図１．血中プロテインS濃度と血中アポリポプロテインC-II濃度の関連
● —: 地域肥満女性、〇 ----: 女子大学生
　表 1　栄養関連学科女性 3 世代研究
（2） 実践的アクティブラーニングを取り入れた能動的
かつ実践的な教育プログラムの開発（図 2）
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The development of the dietary education program
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②　調査対象

















ラボに依頼し、T-RFLP の Nagashima 法で分析。糞





実 証 さ れ て い る Bifidobacterium と Lactbacillales 
目を解析した。




Student の t 検定、3 群間の比較は Bonferroni の多
重検定を行った。有意水準は 5% とした。

































（5） ビタミン K 摂取量 3 群別に腸内細菌叢の関連をみ
ると Bifidobacterium の割合はそれぞれ 8.6 ± 6.6、
8.8 ± 9.3、14.7 ± 8.0 であり、高摂取群は有意に
高い値を示した。
（6） 生活習慣の朝食時間が 7 時前とそれ以降・決まっ
ていないの 2 群で腸内細菌の関連をみると、推定
される菌群の Bifidobacterium の割合はそれぞれ
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食物摂取に起因する疾患の栄養学および細胞生物学的解析

























































































（5） 本学女子大学生 25 名を対象として、コーヒー溶液
（150ml、60℃）を摂取させ、身体組成、鼓膜温、
血圧、皮膚温、心電図（自律神経活動）を測定し、
冷え症者 13 名と非冷え症者 12 名とを比較した。





































































変化率 121 ± 2.5%）と低下した群（n=33、平均
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有 .
３） 秦奈々子、山口すみれ、小田隆弘、森山耕成 . 病院
における食中毒の発生状況〜厚生労働省食中毒統計
結果をもとにした考察〜 . 日本栄養士会雑誌 59: 
29-35, 2016. 査読有 .
４） Ono M, Takeshima M, Nakano S. Mechanism of the 
Anticancer Effect of Lycopene （Tetraterpenoids）. 
Enzymes 37: 139-166, 2015. 査読有 .
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４） 小野美咲、中野修治．光生館 最新 臨床栄養学（第




















平成 27 年度 2,300,000 0 2,300,000
平成 28 年度 2,300,000 0 2,300,000




教 育 学 部

本学自然科学系の授業に向けた学内ビオトープの有効活用
Practical utilization of the campus biotope for the natural science classes 




























































































































































































































































平成 26 年度 250,000 0 250,000
平成 27 年度  160,000 0  160,000




Developing an assessment tool for students learning at practical training : For educational 



















































































































































































































規実習を体験していない保育者志望の大学 2 年生 55 名
（女性 51 名，男性 4 名）と保育士資格および幼稚園教
諭免許に関する正規実習を既に体験し，養成課程修了を
3 ヶ月後に控えた保育者志望の大学 4 年生 43 名（女性




































の大学 2 年生 20 名（女性 18 名，男性 2 名）と小学校
実習を既に体験し，養成課程修了を 3 ヶ月後に控えた















導（4 年次），幼稚園教育実習指導 A（3 年次），保
育所実習 A（3 年次），保育所実習 B（3 年次），施
設実習 A（4 年次），施設実習 B（3 年次）。
　② 　方法：日本協同教育学会主催の協同学習ワーク
ショップ BASIC（12 時間）の受講























































る。Hatano & Inagaki （1984）の指摘に従えば，推測結
果の根拠の説明にこそ熟達度の内実が表れると予想され









　① 　参加者：平成 26 年度プロジェクト研究メンバー


















































































































平成 26 年度 880,000 242,000 1,122,000
平成 27 年度 180,000 0 180,000
合　計 1,060,000 242,000 1,302,000
− 42 −
流 通 科 学 部

流通科学研究のフロンティアに関する学際的・国際的実証研究
An Interdisciplinary and International Empirical Study 































































































アセアンには Post China として注目される主要国で
あるベトナム、インドネシアなどが含まれており、世界
主要国のアセアンへの関心は、継続的に高まっている。
実際に、2014 年に ASEAN 諸国での海外直接投資（FDI）
の流入規模は、2000 年に比べて 6 倍以上増加した 1,360
億ドルを超えたが、これは全世界 FDI 規模が 2014 年は




























































































2015 年 12 月に締結された「パリ協定」は、2020
年以降の温室効果ガス排出削減の国際的枠組みで、日本





















































































































参 入 が 可 能 と な っ て い る。 ベ ス ト 電 器 は、 地 場 の











































































































































































































































































































































18） Sungjae Pak、Management Performance and 
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Korea、IAMBCONF 2016 Phuket Conference 
Proceedings Book、2016、41-50、査読有
19） Sungjae Pak、A Study on Cooperation Measures of 
ICT Industries between Korea and Japan、Regional 
Industry Review、39、2、2016、123-156、 査 読
有
20） Sungjae Pak、A Study on Supply Chain of Maritime 
Industry -Focused on Resources and Capabilities of 


























企業経営学会、2016 年 6 月 25 日、中村学園大学
５） 片山富弘、アイランド・マーケテイング〜佐賀県唐
津市の事例〜、アジア共生学会、2016 年 7 月 31 日、
中村学園大学
６） 片山富弘、マーケティング・ミックスの正体を探る、
山東省世界経済学会、2016 年 8 月 18 日、中国・
青島大学
７） 片山富弘、ドメイン診断の構築を考える、日本経営
診断学会、2016 年 10 月 8 日、愛知工業大学
８） 片山富弘、マーケティングとファイナンスのコネク
テイングに関する若干の考察、東アジア企業経営学
会、2017 年 1 月 28 日、中村学園大学
９） 片山富弘、フードデザートへの取り組み、日本消費
経済学会、2017 年 3 月 11 日、長崎県立大学
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ドデザートへの取り組み〜、日本経営診断学会、
2017 年 3 月 17 日、大分県産業創造機構
11） 近江貴治、地球温暖化対策計画における物流分野
CO2 削減策の妥当性の検討、日本環境学会、2016







2016 年 5 月 13 日、中国・洛陽市　河南科技大学
14） 徐涛、馬莎莎、日本 PB 商品の差別化戦略と安全性
重視に関する考察、東亜経済文化観光産業国際学術




回全国大会、2016 年 6 月 26 日、中村学園大学
16） 徐涛、中国の食料品流通におけるチャネルの革新と
課題、日本流通学会九州部会、2016 年 9 月 17 日、
中村学園大学
17） 徐涛、有关国外自有品牌产品的发展战略研究 -- 基
于对我国流通企业的参考和借鉴（中国語）、　2016





記念大会、2016 年 12 月 3 日、一橋大学
19） Hiromichi Nakagawa、Consumers’ perceived 
benefit from price discounts and offering points: 
The moderating role of promotional benefit level、
International Congress of Psychology 2016、2016





会、2016 年 7 月 2 日、東洋大学
21） Hiromichi Nakagawa、Takahiro Hoshino、The 
Impact of Product-based Reward Promotions: 
Which Sales Strategy Is More Effective For Retail 
Companies, Price Discounts Or Rewards That Give 
E x t r a  Po i n t s ? 、 I S M S  M a r k e t i n g  S c i e n c e 
Conference、2016 年 6 月 18 日、Fudan University
22） 中川宏道、ポイントと現金の支払いに関する知覚コ
スト：マグニチュード効果の検証、日本マーケティ
ング・サイエンス学会第 99 回研究大会、2016 年
6 月 12 日、東北大学
23） 明神実枝、社会的価値生成への視点についての一考






















平成 27 年度 1,520,000 0 1,520,000
平成 28 年度 1,600,000 0 1,600,000






Liberal Arts and Specialized Education to Imporve the Skills of College Graduates and Basic 
















































































































中 村 学 園 大 学 流 通 科 学 研 究 15（1）　 査 読 あ り　
2015　pp85-100
５） 柳瀬尚司、音成陽子ほか　流通科学部 2014 年度入
学生のプレイスメントテスト報告　中村学園大学流















































１） 木下和也　日本の SIer によるオフショア開発につ
いて　PC カンファレンス / コンピュータ利用教育
学会　2015 年 8 月 22 日　富山大学
２） 木下和也　ソフトウェア産業の人材確保に関する研
究　日本産業科学学会　2015 年 8 月 23 日　名古
屋学院大学
３） 木下和也　ソフトウェア委託開発の海外展開につい
て　東アジア企業経営学会　2015 年 10 月 31 日　
中村学園大学
４） 木下和也　模擬的な Web システム開発を題材にし
たプロジェクトマネジメントの体験学習　九州 PC
カンファレンス in おきなわ／コンピュータ利用教




用教育学　2016 年 3 月 26 日　大学生協杉並会館
６） 音成陽子ほか　地域イベントやスポーツ大会におけ
る 依 頼 型 ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て　Q-conference 




ピュータ利用教育学会（CIEC）　2016 年 3 月 26
日　大学生協杉並会館
８） 木下和也　IT 人材育成に関する研究　e ビジネス /
e コマースを支援する人材とビジネス系学部におけ
るプログラミング教育　日本産業科学学会九州部会　
2016 年 6 月 25 日　九州産業大学
９） 木下和也　IT ソリューションビジネスを支援する
人材育成に関する研究　東アジア企業経営学会　
2016 年 6 月 26 日　中村学園大学
10） 木下和也　ビジネス系学部におけるプロジェクトマ
ネジメント教育のパッケージ化について　プロジェ
クトマネジメント学会　2016 年 9 月 2 日　広島修
道大学
11） 水島多美也、木下和也、音成陽子ほか　Q-conference 
2016　2016 年 12 月 10 日　中村学園大学
12） 池田祐子　『アーネスト式プロポーズ』の可視化さ
れた反ヴィクトリアニズム　日本比較文化学会　
2016 年 3 月 5 日　北九州市立大学
13） 池田祐子　ワイルドを取り巻く視覚芸術―絵画、映
画、サヴォイ・オペラ　「ワイルドの受容―映画
The Importance of Being Earnest にみる「新しさ」
の変容」　日本ワイルド協会　2016 年 12 月 3 日　
武庫川女子大学
14） 水島多美也　時間管理会計論とその発展　第 48 回






１） 水島多美也（単著）　時間管理会計論 - 体系的整理
への試み -　同文舘出版　2015　総ページ数 319
２） 水島多美也（共著）　日本経営診断蔵書第 1 巻　経
営診断の体系　同文舘出版　2015　総ページ数
353





平成 27 年度 1,240,000 0 1,240,000
平成 28 年度 1,240,000 0 1,240,000































































































































































研究会　2015 年 6 月 13 日，西南学院大学 .
３） 山田啓一「地域活性化研究の 3 つのアプローチ－
実践的アプローチとしての地域戦略・地域学習とイ
ノベーション」　地域デザイン学会全国大会　2015
年 9 月 5 日　横浜商科大学．
４） 新茂則「スチュワードシップ・コード及びＲＯＥ経
営：ROE 経営戦略における株価の影響を中心とし




ト」　日本管理会計学会　2015 年 11 月 7 日　福
岡大学．
６） 新茂則「日本企業の経営者と投資家の ROE 意識と
金融市場のインパクト：comply or explain」　日本
産業科学学会　2015 年 12 月 5 日　下関市立大学．
７） 日野修造「非営利組織体会計の財務報告」　非営利




12 月 26 日　福岡大学．
９） Takao Maeda，Tomofumi Tohara，Shigeaki 
Mishima「Summary of the Actual Conditions of 
SME Management Consultants」　World Academy 




会全国大会　2015 年 10 月 31 日　中村学園大学 .
11） 前田卓雄「新商品開発と市場共有化のマネジメント」　




て」　経営行動研究学会第 26 回全国大会　2016 年
8 月 21 日　明治大学．
13） 前田卓雄「建設会社に所属する一級建築士の職場継
続意思の形成要因：A 社のインタビュー調査を通じ




心として」　日本産業科学学会　2016 年 12 月 3 日　
長崎県立大学佐世保校．
15） 新茂則「スチュワードシップ・コードと ESG 投資」　
日本産業科学学会　2016 年 6 月 11 日　九州産業
大学．
16） 日野修造「非営利組織体の財務評価・分析の試み」　




2016 年 7 月 9 日　久留米大学．
18） 日野修造「非営利組織の財務評価」　日本会計研究
学会九州部会　2016 年 7 月 24 日　久留米大学．
19） 日野修造「非営利組織体会計基準改定案の検討－純
資産の分類を中心として」　非営利法人研究学会　
2016 年 9 月 18 日　成蹊大学．
20） 中川隆「牛肉流通の基盤をなす繁殖牛増頭対策の動























平成 27 年度 600,000 0 600,000
平成 28 年度 600,000 0 600,000







Effects and analysis of active learning by food production and cooking. 
研究グループ代表者名
島田　淳巳 （SHIMADA ATSUMI）短期大学部　食物栄養学科・教授（平成 28 年度）
寺澤　洋子 （TERAZAWA YOKO）短期大学部　食物栄養学科・教授（平成 27 年度）
共同研究者名
三堂　德孝 （MIDOU NORITAKA）短期大学部　食物栄養学科・教授





寺澤　洋子 （TERAZAWA YOKO）短期大学部　食物栄養学科・教授（平成 28 年度）





　本研究では、①１年次における農業体験を年 3 回（春・秋・冬）実施した。第 1 講の春（5 月）は「タマネギの収穫」、


















































　農業体験は、年 3 回（春・秋・冬）実施予定で、第 1




ルを実施した（図 2）。農業体験の活動に参加した 1 年
生は、平成 27 年度は第 1 講（155 名）、第 2 講（142 名）、
第 3 講（135）名であり、平成 28 年度は第 1 講（155 名）、
第 2 講（116 名）、第 3 講（124 名）であった。
平成 27 年度と 28 年度に実施した。福岡市西区今宿に































































































































① グループ内討論に積極的に参加できた 54.3 37.9 6.4 0.7 0.7 
② グループ内のコミュニケーションは取れた 67.9 27.9 6.4 1.4 0.7 
③ 他者の視点を取り入れて、自己の理解を 
向上させることができた 
45.0 45.7 7.1 1.4 0.7 
④ 仲間と協働して行うことができた 70.7 25.0 2.1 1.4 0.7 
⑤ 媒体作成(書く)はうまくいった 
(パワーポイント、ペープサート、リーフレット等) 
54.3 40.0 4.3 0.7 0.7 
⑥ プレゼンテーション(話す)活動はうまくいった 32.1 47.9 14.3 3.6 1.4 
⑦ 発表内容の目標は達成できた 37.1 52.1 8.6 0.7 0.7 











平成 27 年度 1,000,000 0 1,000,000
平成 28 年度 1,000,000 0 1,000,000













ケリー・マクドナルド （KELLY MACDONALD）Part time teacher・非常勤講師





































































































応あり」は 55 件中 12 件であり、アンケートの回







































平成 27 年度 1,000,000 0 1,000,000
平成 28 年度 1,000,000 0 1,000,000






A nutritional epidemiological study in Hisayama: The Hisayama Study
研究グループ代表者名
寺澤　洋子（TERAZAWA YOKO）短期大学部・食物栄養学科・教授（平成 28 年度）
内田　和宏（UCHIDA KAZUHIRO）短期大学部・食物栄養学科・准教授（平成 27 年度）
共同研究者名




吉永　伊織（YOSHINAGA IORI）短期大学部・食物栄養学科・常勤助手（平成 27 年度）
研究協力者名




　平成 27 年度、平成 28 年度は、当初の年度計画に基づいて成人健診に参加し、食習慣調査および骨密度に関する簡
易アンケート調査を実施した。また、平成 28 年度においては、これまでの食物摂取頻度調査法に使用していた調査用
紙の改訂を実施した。
１） 平成 27 年度の住民健診は、6 月 26 日から 8 月 29 日までの 25 日間、平成 28 年度の住民健診は、6 月 24 日か
ら 8 月 22 日までの 26 日間、それぞれ実施された。生活習慣に関するアンケート調査を実施し、骨密度（音響的
骨評価値：OSI）の測定も担当した。
２） 久山町コホートの第 4 集団（平成 14 年度）の解析を実施し、特に「認知機能とエネルギー産生栄養素（PFC エネ
ルギー比率）との関連について」「認知機能と食行動との関連について」検討した。






















































































　平成 27 年度の住民健診は、6 月 26 日から 8 月 29
日までの25日間実施された。生活習慣に関するアンケー
ト調査および骨密度（OSI）測定は、男性 1,135 名、女
性 1,461 名の合計 2,596 名が受診した。骨粗鬆症財団
の判定基準によって OSI を判定した結果、精密検査の
必要なもの（要精検）と判定されるものは、男性 4.0％、
女性 30.7％と女性が多かった。健診参加者で OSI の正
常者は、男性 75.2％、女性 32.9％であった。
　平成 28 年度の住民健診は、6 月 24 日から 8 月 22
日までの26日間実施された。生活習慣に関するアンケー
ト調査および骨密度（OSI）測定は、男性 1,166 名、女























































１） Tsuruya K, Fukuma S, Wakita T, Ninomiya T, 
Nagata M, Yoshida H, Fujimi S, Kiyohara Y, Kitazono 
T, Uchida K, Shirota T, Akizawa T, Akiba T, Saito A, 
Fukuhara S: Dietary patterns and clinical outcomes 
in hemodialysis patients in Japan: a cohort study. 
PLoS One. 2015 Jan 21;10（1）:e0116677. doi: 























平成 27 年度 850,000 0 850,000
平成 28 年度 700,000 0 700,000





A Study of Active Learning in the Division of Career Development 
研究グループ代表者名
酒見　康廣（SAKEMI YASUHIRO）短期大学部キャリア開発学科・教授（平成 27 年度）
岩田　京子（IWATA KYOKO）短期大学部キャリア開発学科・教授（平成 28 年度）
共同研究者名
岩田　京子（IWATA KYOKO）短期大学部キャリア開発学科・准教授（平成 27 年度）
酒見　康廣（SAKEMI YASUHIRO）短期大学部キャリア開発学科・教授（平成 28 年度）
有田真貴子（ARITA MAKIKO）短期大学部キャリア開発学科・助手
大塚絵里子（OTSUKA ERIKO）短期大学部キャリア開発学科・助手











いくべきなのかを検討するものである。AL の基礎的研究を基にしたアンケート調査からは学科における AL の実施状
況を明らかにした。UR との連携イベント（荒江団地プロジェクト）は学生が主体的に学ぶ機会となった。カリキュラ









































































































































































































































































第 23 回中村学園大学・中村学園大学短期大学部 教育




平成 27 年度 510,000 0 510,000
平成 28 年度 410,000 0 410,000




Research aimed at improving communication skills of junior college students through 
collaborative internship with high school students and foreigners
研究グループ代表者名
手嶋　康則（TESHIMA YASUNORI）短期大学部キャリア開発学科・准教授（平成 27 年度）




手嶋　康則（TESHIMA YASUNORI）短期大学部キャリア開発学科・准教授（平成 28 年度）
藤島　淑恵（FUJISHIMA TOSHIE）短期大学部キャリア開発学科・講師









































































































































































































































































平成 27 年度 450,000 0 450,000
平成 28 年度 720,000 0 720,000


































































































































































































































































情 報 処 理 A ○ ◎
情 報 処 理 B 〇 ◎
総 合 基 礎 英 語 〇 ◎
人 権 教 育 ○ ◎
日 本 国 憲 法 〇 ◎
健康・スポーツ科学A ○ ◎
健康・スポーツ科学B ○ ◎
幼児保育基礎セミナー ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ◎
幼 児 保 育 演 習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ◎
系
列


































































































































































































































































































① ② ③ ① ② ③
系
列































































































平成 27 年度 300,000 0 300,000
平成 28 年度 300,000 0 300,000







卒科学 幼 保 通し番号 - 順次性
幼 児 保 育 基 礎 セ ミ ナ ー C 卒 108 - A1-1
幼 児 保 育 演 習 C 卒 109 - A1-2
情 報 処 理 A C 卒 幼 101 - C1-1
情 報 処 理 B C 幼 102 - C1-2
人 権 教 育 C 卒 幼 保 104 - C5
日 本 国 憲 法 C 幼 105 - C2-2
健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 A C 卒 幼 保 106 - C3-1
健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 B C 幼 107 - C3-2

























Study about the way of upbringing of the power that child oneself thinks and acts













井上　　瞳（INOUE HITOMI）壱岐幼稚園・教諭（平成 26 年度）












































































































































































































































































・ 1 年生、2 年生で各 10 時間を設定している。


















たりの発生件数が全国 4.0 件に対し、東京都 2.2 件、









































































































































































0 しっかり（静かに）話が聞ける 5 4 3 2 1
１．相互の理解
自分の気持ちを表現し、相手の気持ちに共感してお互いに理解し合い思いやりのある関係をつくる。
1 自分の気持ちを相手に伝えることができる 5 4 3 2 1
2 他者の気持ちを理解することができる 5 4 3 2 1
２．問題の解決
困難な状況に前向きに取り組み、問題を解決する力を養って、円滑な関係をつくる。
3 問題解決（何ができるか）について考えることができる 5 4 3 2 1
4 過失（うっかり・わざとでない）ことについてあやまることができる 5 4 3 2 1
5 （遊具等）一緒に遊ぼうが言える 5 4 3 2 1
6 友だちを思いやることができる 5 4 3 2 1
7 順番に遊ぶ等ができる 5 4 3 2 1
8 （遊具等）交換して遊ぶことができる 5 4 3 2 1
３．怒りの扱い
怒りの感情を自覚し、自分でコントロールする力を養って、建設的に解決する関係をつくる。
9 （遊具等）横取りされたときに落ち着いて行動できる 5 4 3 2 1









開始前 終了後 開始前 終了後
年長児 58.8 68.4 63.6 74.8
年中児 52.4 69.5 55.8 74.5
































































































































































平成 26 年度 1,390,000 0 1,390,000
平成 27 年度   270,000 0   270,000
合　計 1,660,000 0 1,660,000
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